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放課後子ども総合プラン　平成27年度の取組状況および平成28年度の取組方針

学童クラブ 学校応援団 ねりっこクラブ

児童館等の中にある学童クラブで実施。 

平成27・28年度の２年間を試行期間とし、29年度か

ら本格実施を行う。 
  

【実施状況】 

９か所・21名（平成27年４月１日現在) 

  ・児童館内学童クラブ 

平和台、石神井、春日町、関町、上石神井 

  ・地区区民館内学童クラブ 

高松、北町第二、西大泉、関町北 

①高学年の受入れ【試行１年目】 

区内の民間学童保育に対して、運営

費の一部を助成。 
  

【実施状況】 

・こどもクラブ赤とんぼ（平和台） 

・ゆうゆうぽてと（栄町） 

・こどもフローラ（下石神井） 

・こどもくらぶじゃんけんぽん 

（西大泉） 

・あっぷるぽてと（北町） 

③民間学童保育の実施 

利用登録を行った児童が、システムを設置する各施

設に入室または退室するときにICカードをカードリー

ダーにかざすことで、保護者あてにメールで通知する。 
  

【実施状況】 

区内学童クラブ全97施設で実施 

②ねりまキッズ安心メール 

現在区内に５施設ある民間学童保育に

加え、駅前開設や長時間預かりなど多様

な区民のニーズに応えるとともに、「ね

りっこクラブ」の担い手を育成するため

に、新たに参入する民間事業者の支援を

検討。 

④民間学童保育の充実 

平成29年度からの本格実施に向けて、受入方策の検討。 

①高学年の受入れ【試行２年目】 

対象を、ねりっこひろば登録児童にも拡大。 
  

【実施予定】 

区内学童クラブ…97施設で継続実施 

 ねりっこひろば…３施設で新規実施 

②ねりまキッズ安心メール 

平成28年度から助成を拡大。 

③民間学童保育の実施 

平成28年度に開設する2か所および平

成29年度に開設を予定している2か所に

対して、新規に助成。 

④民間学童保育の充実 

小学校新一年生を学校に迎えに行き、学校外学童クラブへの登室の安全を強化。 

⑤学校外学童クラブへの登室の安全強化 

  

 【ひろば事業実施状況】全 65校で実施 

  週5日開催  44校 

週4日開催  11校 

週3日開催  ３校 (前年比+２) 

        →石神井西小、大泉南小 

週2日開催  ０校（前年比-１） 

週1日開催  １校（前年比-１） 
  

【学校開放事業実施状況】 

校庭開放事業  65校     

図書館開放事業 42校  

教室開放事業  19校   

体育館開放事業 38校  

①ひろば事業、学校開放事業 

豊玉、田柄第二、向山小学校応援団と、ねりっ

こクラブへの移行に向けた準備を実施。 

②ねりっこクラブへの移行準備 

ひろば事業実施  62校 

 各開放事業実施 

①ひろば事業・学校開放事業 

平成29年度にねりっこクラブへ移行する５校の

学校応援団と準備を実施。 

②ねりっこクラブへの移行準備 

新任の校長および副校長に、学校応援団および

ねりっこクラブの事業について説明。 

③学校への事業周知 

平成28年度から豊玉小、田柄第二小、向山小

において、ねりっこクラブを開始するための準

備、調整を実施。 
  

【関係各所との準備・調整内容】 

・小学校との年間スケジュール等を調整 

・学校応援団との役割分担等の調整 

・事業者(運営責任者)との準備委託の実施、 

 従事予定職員の研修等 

①ねりっこクラブの実施準備 

夏休み居場所づくり事業を拡大。 
  

【実施状況】 

区内８小学校で実施（前年度実施６校） 

 →大泉北小、高松小、石神井台小、豊玉小、 

  田柄第二小、向山小、中村西小、大泉学園小 

②夏休み居場所づくり事業 

全学校応援団を訪問し、ねりっこクラブの事業内容の説明および意見交換を行い、事業に対する学校応援

団の理解促進を図った。 

③学校応援団への事業周知 

平成29年度にねりっこクラブを5校で新たに開始

するために必要な準備、調整を実施。 

①ねりっこクラブの実施準備 

新たに３校での開始を予定。 

②夏休み居場所づくり事業 

平成28年度実施３校の事業者に対する運営支援。 
  

【主な内容】 

コーディネーター職員による事業管理、 

運営支援、運営協議会の実施 

③ねりっこクラブ実施校の運営支援 

引き続き、学校応援団を訪問し、ねりっこクラブの事業内容の説明および意見交換を行い、事業に対する

学校応援団の理解促進を図るとともに、頂いた意見をねりっこクラブへの移行や運営の参考とする。 

④学校応援団への事業周知 


